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研究成果の概要（和文）：高速液体クロマトグラフィーや、RT-PCR、蛍光顕微鏡、透過型電子顕微鏡等を駆使して、ビ
タミンAを貯蔵する細胞が消化管粘膜固有層に分布することを明らかにした（Senoo H, et al.(2013)  Cell Biol Int,
 37: 1171-1180）。一方で、比較生物学的および系統発生学の立場からビタミンAを貯蔵する細胞の研究を進め、円口
類のヤツメウナギや硬骨魚であるアブラガレイではビタミンA貯蔵細胞は消化管の粘膜固有層に特に良く発達している
ことを明らかにした

研究成果の概要（英文）：Vitamin A (retinyl palmitate) was injected subcutaneously or administered to rats 
by tube feeding.  After subcutaneous injection, vitamin A was taken up and stored in cells in lamina propr
ia mucosae of the rat intestine.  After oral administration, vitamin A was absorbed from intestinal absorp
tive epithelial cells and transferred to the lamina propria mucosae; cells in the lamina propria mucosae t
ook and stored the transferred vitamin A.  Morphology of these cells was similar to that of a hepatic stel
late cells (also called vitamin A-storing cell, lipocyte, interstitial cell, fat-storing cell, or Ito cell
).    Thus, these cells in the intestine can take up vitamin A from both of the systemic circulation and i
ntestinal absorption, and store the vitamin in the lipid droplets in the cytoplasm.  These data suggest th
at these cells are extrahepatic stellate cells of the digestive tract and may play roles in absorption and
 homeostasis of vitamin A.  
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１．研究開始当初の背景 

消化管上皮から粘膜固有層のリンパ管

（中心乳糜管）や毛細血管への脂肪や脂

溶性ビタミンの移送に関しては、分子レ

ベルでも細胞レベルでも不明の点が多く

残されたままになっていた。 

 
２．研究の目的 
消化管（粘膜固有層）にビタミンA貯蔵細胞

が存在することを明確にする。そのために

、生化学的、分子細胞生物学的に解析し、

機能を明らかにする。すなわち、ビタミンA

や脂肪の吸収・貯蔵機能や免疫監視、コラ

ーゲン等の細胞外マトリックスの合成・分

泌と分解の機能を解明する。これによって

、メタボリック症候群やクローン病、潰瘍

性大腸炎等の炎症性腸疾患の原因解明と治

療可能性への道への一助になることと思わ

れる。 

 

３．研究の方法 
ラットに経口あるいは皮下注射によってビタ

ミンAを投与し、小腸を経時的に透過型電顕、

高速液体クロマトグラフィー、蛍光顕微鏡、

脂肪染色、ヘマトキシリンエオジン染色で解

析した。同時に脂質滴関連タンパク質、PAT 

タンパク質（perilipin およびadipocyte 

differentiation-related protein (ADRP)、の発現を

免疫蛍光法、in situ hybridization で解析した。 

 
４．研究成果 

ビタミンA貯蔵細胞がラットの粘膜固有

層に分布していることを明確に証明した。

細胞質からはビタミンAの自家蛍光が発せ

られており、脂肪染色および透過型電顕では

細胞質に明瞭にビタミンA脂質滴が見られ

た。脂質滴関連タンパク質も小腸に発現して

いた。 
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